	自治労北海道FAX情報　　　　　  　　　　　　　送信枚数　１　枚

	送信先
	各地方本部、全単組・総支部（中継同報）
	担当部局
	組織部・賃金労働部

	送信日時
	2009年３月13日　11時00分
	文書種類
	情 報 ・ 発 信 ・ 指示

	タイトル
	09春闘対自治体統一闘争は一定の終結、29分時間内食い込み集会は回避


09春闘対自治体統一闘争は一定の終結、29分時間内食い込み集会は回避

～今後は中央・地場でのたたかいへ結集を～

　昨日の道本部ホームページの速報でもお知らせしたとおり、今日は09春闘対自治体闘争全国統一行動日であるが、すべての単組で当局回答を不満とした戦術行使は回避された。

　これは、２月25日に一斉提出とした2009春闘統一要求に対して、多くの自治体で一定の回答が示されたものである。

　09統一要求に対する特徴的な回答としては、

①　08確定闘争・09当初予算闘争において妥結してきた09年度の独自削減の停止や勤務時間の短縮について、あらためて妥結内容どおりに行う旨の当局回答が示された。

　②　また、単組付加要求も含めて、臨時・非常勤等職員の待遇改善についても、数単組で改善に向けた回答が示された。

　などが前進回答として挙げられる。しかし一方で、

　①　住居手当（特に持家にかかる部分）については、本年の人事院勧告をめぐる情勢を踏まえた見直しを示唆するもの。

　②　また、人事評価制度の導入（検討も含め）、あるいは実施について言及する自治体が年々増加してきている。（しかし、言及している自治体のいずれも導入・実施にあたっては、統一要求に盛り込まれている、組合との協議・合意についても合わせて言及している）

　など、人事院や国家公務員の動向を見据えた回答も見受けられた。

　折りしも、今日は対自治体闘争全国統一行動日であるとともに、公務員連絡会の中央行動および全国統一行動日でもあり、中央行動には北海道から10人が参加して、09人事院勧告に向けた春段階での前進回答（最終回答日は３月23日）を引き出すために交渉支援を行ってくることとなっている。対自治体闘争の山場は越えたが、引き続き、自治労・公務員連絡会に結集した中央段階での取り組みを進めよう。

そして、地域民間春闘はこれからが本格的な山場に突入していくこととなる。組合旗掲揚・リストバンド着用を３月末まで継続しながら、公共サービス民間単組や全国一般評議会単組の取り組みに連帯するとともに、連合に結集して地域民間賃金底上げの取り組みを一体となって進めていこう。
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